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「人権文化をすすめる市民運動」推進強調月間 

重春・芳田地区合同講演会 
 

８月４日（火）、茜が丘複合施設Miraieにおい
て、「人権文化をすすめる市民運動」推進強調月
間重春・芳田地区合同講演会を開催しました。
小中学生の人権作文朗読の後、在日三世の世界
的パフォーマーである“ちゃんへん．”さんから
「あきらめない心～過去を変えずに未来を変え
ろ！～」と題してご講演いただきました。 
“ちゃんへん．”さんは、ジャグリングの中で

も特にディアボロと呼ばれるコマとスティック
を使ったパフォーマンスが得意で世界一にもな
っています。講演会の冒頭では、素晴らしいジャグリングの妙技を見せていただきました。デ
ィアボロやジャグリングのクラブがホールの天井に届くぐらい絶妙な高さを正確にコントロー
ルされている技術は目を見張るものがありました。 
講演では、日本と朝鮮半島の歴史や、日本と韓国、北朝鮮おける歴史の受け取り方の違い、

朝鮮戦争や現在の北朝鮮と韓国のことなど、巧妙な話術で詳しく説明していただきました。 
次に、小学生の時の上級生からのいじめに対して、お母さんは、いじめていた子ども達を怒

るのではなく、校長に対して「素敵な夢を持っている子はいじめをしない」と言い、「学校に
いじめより面白いものがないからいじめが起こるんだ」と。豪快かつ天然なお母さんの、らし
からぬ素敵な言葉に感動しました。 
また、ジャグリングの技術を磨くため海外に渡る際、パスポートの作成にあたり国籍を取得

する必要が生じました。朝鮮半島の分断前に日本に渡ってきた”ちゃんへん．”さんたちは国
籍を取得していませんでした。韓国か北朝鮮のどちらかの国籍を取るということは、朝鮮半島
が北と南に別れた事を認めることになるということとなり、そのときの祖父母の葛藤と真剣な
やり取りをお話しいただいたことが印象的でした。 
在日社会・家族の実像、一人の少年の成長、プロパフォーマーとしての生き方、ヘイトスピ

ーチへの怒りと独自のたたかいなど、気の弱かった少年が世界一になった今日までのできごと
が息つく暇もないほどのテンポで語られ、非常に短く感じられた講演会でした。 
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図書の本をローテーションしました！  
今回は、黒田庄隣保館の本を置いています。ぜひ、お気軽にご利用ください。 

■Blue ■AI 失業 ■捨てる脳 ■なれのはて 

■日本保守党 ■豊岡メソッド ■ザイム真理教 ■激安ニッポン 

■スピノザの診療所 ■書いてはいけない ■ふわふわとちくちく  

■どうせ死ぬんだから ■九十歳。何がめでたい 

■「沁みる夜汽車」の物語 ■もっと人生は楽しくなる 

■きっと明日はいい日になる ■勝てる監督は何が違うのか 

■国民の違和感は９割正しい ■リサイクルアイディアＢＯＯＫ 

■改良メダカ品種組み合わせ図鑑 ■知ってはいけない現代史の正体 

■部屋も頭もスッキリする！片づけ脳 ■世界中から人が押し寄せる小さな村 

■頭のいい人が話す前に考えていること ■インド－グローバル・サウスの超大国 

■みなさんのおかげです 木梨憲武自伝 ■１日１つ！にやんこといっしょに健康長寿 

■ふしぎなくらい心の居心地がよくなる本 

《重春・芳田地区月間講演会で朗読された小学生の作文を紹介します。》 
 

自分とくらべて 
 

ほう田小学校三年 平松 はくあ 
 
今までは、自分の思うままに言葉にしていたけど、相手の気持ちを考えて言葉を選

ぼうと思うようになってきました。 

友だちに「それ、見たあかんで。」と言ったことがあります。「わかった！」と笑顔で

言ってしてくれる子と、「あっそう」と嫌な言い方をされたことがありました。「なんで？

ぼくはやめたほうがその子のためになると思って言ったのに…」と思っていました。そ

れを聞いてその言い方をやめてほしいとも思いました。でも、言葉の伝わりかたの学

習をして、いろんな感じ方をすることは当たり前なのだと気づきました。それはいつも

一緒に遊んでいる友だちも家族も「おもしろいね」という言葉をぼくとは違う感じ方で

思っていることを知ったからです。今度から人それぞれ感じ方は違うので、「自分だ

ったらどう思うか」を考えて言葉を大切に伝えたいと思います。 

今、学校でもタブレットをよく使っています。言葉を２年生でも送ることが増えまし

た。「わかった」と絵文字なしで送ってくれているのを見たことがあります。初めは「怒

っているのかな」と思いました。でも、送った友だちに聞くと怒ってないことが分かりま

した。みんなが送っているのをみて、「言葉だけじゃ気持ちがわからないな」と思いま

した。だからこそ、何も考えずに送っていたけれど、今度からよく考えて、送った言葉

を相手がどう思うか、嫌な気持ちにならないか考えて送ろうと思いました。 

言葉で伝えるときも、タブレットで送るときも、相手に伝わるような方法を選んで、

みんなで楽しく過ごしたいと思います。 
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《夏休み子ども教室を開催しました！》  
ふれあい館では、夏休み子ども教室の一貫として

「書道・絵画・工作（粘土）・工作（科学）」の４教室を開

催しました。たくさんのこども達が参加し、みなそれぞ

れ熱心に取り組んでくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【芳田駐在所だより】～防災気象情報～ 

 
 河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮に関する情報等は、これまで警戒レベルとの

対応が複雑でわかりにくくなっていましたが、令和８年５月２９日から新たな防

災気象情報の運用改善がなされ、避難情報の５段階の警戒レベルに対応し、避難

の判断をしやすくなりました。 
 
 例えば、これまでの大雨警報は 

「レベル３大雨警報」という名称 

に変更になり、レベルの数字と一 

緒に情報が伝えられます。 

 レベル４やレベル３の情報が発 

表された場合には、河川の水位情 

報等を確認して早めの避難を心が 

けてください。 

 

「自らの命は自らが守る」意識を持って自らの判断で避難行動をとりましょう。 

新たな防災気象情報“警戒レベル”について 

警戒レベル 取るべき行動

警戒レベル５ 命の危険　直ちに安全確保！

警戒レベル４ 危険な場所から全員避難

警戒レベル３ 危険な場所から高齢者等は避難

覚えておこう！災害の警戒レベル

▼ここまでに必ず避難！▼
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日 月 火 水 木 金 土 

  １ 

 

２ 

生活相談 

ヨガ 

３ ４ ５ 

和装 

６ 

 

７ 

 

８ 

料理 

３B体操 

９ 

生活相談 

 

１０ １１ １２ 

 

１３ 

 

１４ 

 

1５ 

みんなで楽しく歌う教室 

 

1６ 

生活相談 

茶道 ヨガ 

絵手紙 

１７ 

和紙ちぎり絵 

1８ 

 

１９ 

和装 

２０ 

 

２１ 

敬老の日 

２２ 

国民の休日 

２３ 

秋分の日 

２４ 

 

２５ 2６ 

 

2７ 2８ 

すくすく広場 

２９ 

３B体操 

３０ 

生活相談 
   

９月の行事、講座予定 

※    は、芳田の里ふれあい館の休館

日 

《相談（人権・生活・教育など）》 
芳田の里ふれあい館では、毎週水曜日に相談日を
設けています。お気軽にご相談ください。 
《図書》 
人権、一般小説、趣味の本・絵本などの閲覧・貸出を
行っています。お気軽にご利用ください。 

■皆さんもご存じのとおり、９月といえば台風シーズン。でも今年
はなんか変？１月から毎月１個以上の台風が発生しており、８月25
日までに21個の台風が発生しています。月ごとの台風発生数の平年
値（1991年～2020年の平均）を１月から８月まで足すと約14個とな
ることから、今年は平年より大幅に速いペースで台風が発生してい
るといえます。特に７月は５個も発生しており、８月は、25日まで
になんと８個も発生しています。９月１日は「防災の日」、全国各地
で地震や豪雨による災害が発生しています。決して他人ごとではあ
りません。自分ごととして日頃の備えや避難方法の確認をお願いし
ます。わが家でもカタログギフトで乾電池式のポータブルラジオを
注文しました。これで子どもの頃よく耳にしていた『おはようパー
ソナリティ中村鋭一です...ん？道上洋三...ん？』今は誰？■今年
の夏休みは「夏休みの宿題にチャレンジ」や「夏休み子ども教室」
に多くの小学生が参加してくれました。特に今年初めて開催した工
作（粘土）教室では多くの子どもたちがおいしそうな“いちごのパ
フェ”作りに挑戦しました。指導いただいた多くの先生方「今年も
ありがとうございました。」 


